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「東北東京間連系線に係る広域系統整備計画」における
工事費増額の確認について

（A）送電工事の設計に関する内容の確認とコスト低減に向けた検討

2024年 5月 23日
広域系統整備委員会

コスト等検証小委員会事務局

第40回広域系統整備委員会
コスト等検証小委員会 資料2-1

本資料には、個別工事費などの機微な情報が含まれているため、
一部情報については、マスキング処理をしております。



1はじめに

◼ 「東北東京間連系線に係る広域系統整備計画」のうち、東北NWが事業実施主体の送電工事に
着目すると、コスト小委フェーズ２受審時（20年5月）に1,172億円であったものが、今回報告では
1,537億円（＋365億円、＋31％増）と大幅な増額となっている。

◼ 前回までの本委員会において、工事費の増額内容等については、以下４項目について確認を行って
いくこととした。

◼ 本日は、（A）「送電工事の設計に関する内容の確認」、（B）「調達プロセスの確認」の確認状
況及び（C）「プロジェクト管理体制の確認」についてご報告する。

◼ そのうち、本資料では（A）「送電工事の設計に関する内容の確認」についてご報告する。

（A）送電工事の設計に関する内容の確認とコスト低減に向けた検討

（B）調達プロセスの確認

（C）プロジェクト管理体制の確認

（D）その他（丸森開閉所新設工事の大幅な減額要因の確認など）

◼ 特に（A）については、送電工事に関わる専門的な知識が必要であることから、一般送配電事業者
（関西送配電・九州送配電）の協力を得ながら進めている。



2第39回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その１）
新規



3第39回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その２）
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15３．まとめ

◼ 工事費の増額内容等については、以下４項目について確認を行っていくこととしており、本日はそれぞ
れの検討状況についてご報告させていただいた。

◼ 引き続き、（A）については、送電工事に関わる専門的な知識が必要であることから、一般送配電事
業者（関西送配電、九州送配電）の協力を得ながら進めるとともに、コスト低減策の可能性などにつ
いての確認では送配電網協議会や他の一般送配電事業者の協力も得ながら進めていく。

（A）送電工事の設計に関する内容の確認とコスト低減に向けた検討

（B）調達プロセスの確認

（C）プロジェクト管理体制の確認

（D）その他（丸森開閉所新設工事の大幅な減額要因の確認など）

◼ 本確認作業は限られた人員と作業時間の中で効率的に行わざるを得ず、必ずしも、すべての詳細な
内容まで確認できてはいないが、次回以降、これまでに工事費増額の内容について確認した結果や、
検討中のコスト低減策などを踏まえて、本委員会としての概算工事費の見通しをとりまとめることとし
たい。

◼ なお、今後の確認を待つことなく、事業実施主体である東北NWにおいては引き続き継続的なコスト
低減策の検討と適用について自ら取り組むよう求めたい。



16
３．まとめ

工事費増額内容の確認結果を踏まえた概算工事費見通し（案）

◼ 今回、東北NWの工事費増額の内容について確認した結果、2024年6月時点における概算工事
費は＜確認中＞億円となる見通し。なお、確認作業は限られた人員と作業時間の中で効率的に行
わざるを得ず、必ずしも、すべての詳細な内容まで確認できてはいないことに注意が必要である。

◼ 引き続き、事業実施主体においては、＜確認中＞億円を基本としつつ、託送料金の抑制に向けた
最大限のコスト低減などを継続して実施していくものとする。

(A)-4 その他・(B)調達プロセス ▲40.0
・❸着工後のリスク（未発現） ▲37.0
・❾将来の物価変動分（未発現） ▲3.0

東北NW報告時
（23年10月）

コスト小委
概算工事費見通し
（24年6月時点）

コスト小委
フェーズ２受審時
（20年5月）

1,493

1,820

+327

▲40.0

(A)‐1～(A)-4 設計・その他 ▲13.55
・【鉄塔】型分類見直し ▲0.50
・【鉄塔】標準外仕様の設計見直し ▲確認中
・【鉄塔】社内標準設計を超える設計 ▲2.2
・【基礎】基礎型見直し ▲0.5
・【仮設】仮設規模見直し ▲0.1
・【その他】延線作業時の連絡方法見直し ▲2.14
・【その他】別案件計画分除外 ▲5.14
（内訳）調相設備▲1.14、電磁誘導▲4.0

・【その他】系統安定化S契約決定減 ▲1.2
・【その他】コスト低減策確認リストチェック ▲1.77

▲13.6 ▲3.0

確認中

(B)調達プロセス 確認中
・❽社内単価と市況単価の差分 確認中

＜確認中＞

最終的な
イメージ資料

※東北NWの更なる効率化施策▲αや
価格交渉▲βにより、最大限のコスト低
減などを継続して実施していくこととする。

※ここでは、東京PG分の工事費については、コスト小委
フェーズ２受審時と同額で計上（18億円）している。

将来リスク

新規

単位：億円

(B)調達プロセス ▲3.0
・【送電】契約決定減 ▲確認中
・【変電】契約決定減 ▲確認中
・【変電】設計内容見直し ▲3.0
内訳）アスファルト見直し ▲2.3（検討中）

転石処理数量確定 ▲0.7

数値は暫定値



17（参考）第70回広域系統整備委員会 2023年度第４四半期報告



18（参考）第70回広域系統整備委員会 2023年度第４四半期報告



19（参考）東北NW工事費増額内容の確認スケジュール（案）

FY2023 FY2024

9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

工事費
増額報告

委
員
会

広域系統
整備
委員会

コスト等
検証

小委員会

▼12/27 【報告】
・今後の進め方

▼12/18 【審議】
・今後の進め方

▼1/31

▼2/29【審議】
・A設計合理性確認状況
・Aスクリーニングの状況
・Bの状況

▼9/13工事費増額報告（東北NW➡OCCTO）

▼9/20電事法報告求め（OCCTO➡東北NW）

▼10/31報告求めに対する報告（東北NW➡OCCTO）

▼2/5

▼2/26 ▼3/25 

▼9/27【報告】
・東北NW工事費増額
・電事法の報告の求め
・コスト小委委員追加

今後の進め方
の確認 設計の合理性の確認

スクリーニング

設計内容の確認

コスト低減策の確認

▼5/8

▼6/26【報告】
・コスト小委確認結果

▼6月【審議】
・Aコスト低減策の確認結果
・最終的な概算工事費の確認

▼4/18【審議】
・A設計合理性確認結果
・Aスクリーニング結果・設計確認の状況
・B、Cの確認状況

▼5/23【審議】
・A設計確認の結果
・Aコスト低減策の状況
・B、Cの確認結果

確認作業は、2024年6
月を目途に進める。
なお、確認作業の進捗に
よっては早期完了や延長
など柔軟に対応していくも
のとする。

確認作業の延長も有り得る

工事費変動モニタリング

▼11/6 【報告】
・東北NWによる工事費増額説明

▼9/22【報告】
・東北NW工事費増額
・電事法の報告の求め
・コスト小委委員追加

or

▼3/8 ▼4/10 ▼5/31
・コスト小委中間報告

▼8/6 ▼9/10



20第38回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その１）



21第38回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その２）



22第38回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その３）



23第38回本委員会でいただいた質問等に対する東北NWの回答（その４）


